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会社概要会社概要

社 名 新日鉄ソリューションズ株式会社（東証第１部：2327）

設 立

事 業 内 容

資 本 金

本社所在地

売 上 高

従 業 員 数

連結子会社

1980年10月

2001年4月

 

新日鉄情報通信ｼｽﾃﾑ(ENICOM) と新日鉄EI事業部を事業統合

経営及びシステムに関するコンサルテーション、
情報システムに関する企画・設計･開発・構築・運用・保守及び管理、
情報システムに関するソフトウェア及びハードウェアの開発・製造並びに販売及び賃貸、
ITを用いたアウトソーシングサービスその他各種サービス

129億5千2百万円

東京都中央区新川ニ丁目20番15号

 

Tel.03-5117-4111（代）

連結 1,654億円（単独 1,467億円）

 

2008年3月期

連結

 

4,347名 （単独 2,243名）

 

2008年3月末時点

NSSLCサービス株式会社
NSフィナンシャルマネジメントコンサルティング株式会社

 
株式会社金融エンジニアリング・グループ

北海道NSソリューションズ株式会社

東北NSソリューションズ株式会社

株式会社NSソリューションズ東京

株式会社NSソリューションズ関西

株式会社NSソリューションズ中部

株式会社NSソリューションズ西日本

株式会社NSソリューションズ大分

エヌシーアイ総合システム株式会社（51%）

日鉄日立ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社（51%）

新日鉄軟件(上海)有限公司（83%）

NS Solutions USA Corp
(注) 持株比率は括弧内で明示したものを除き100%
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組織概要組織概要(2008.4.1(2008.4.1～～))

社 会 ・ 公 共 ソ リ ュ ー シ ョ ン 部 門

金 融 ソ リ ュ ー シ ョ ン 部 門

鉄 鋼 ソ リ ュ ー シ ョ ン 部 門

産 業 ソ リ ュ ー シ ョ ン 部 門

ITｲﾝﾌﾗｿﾘｭｰｼｮﾝ･ｻｰﾋﾞｽ部門

ソリューション企画・コンサルティングセンター

流 通 ・ サ ー ビ ス ソ リ ュ ー シ ョ ン 部 門

I T エ ン ジ ニ ア リ ン グ 事 業 部

流通･サービスソリューション事業部

産 業 ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業 部

金 融 ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業 本 部

鉄 鋼 ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業 部

社 会 ・ 科 学 ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業 部

公 共 ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業 部

ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 セ ン タ ー

生 産 技 術 部

全 社 共 通 部 門 技 術 本 部

営 業 本 部

I T サ ー ビ ス 事 業 部

ITｲﾝﾌﾗｿﾘｭｰｼｮﾝ事業本部

一般管理部門

支 社 部 門 関西、中部、西日本、君津、大分、北海道、東北

中 国 事 業 推 進 班

情 報 シ ス テ ム 部

システム研究開発センター
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87年
 

ｻﾝ･ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑｽﾞ社とｻﾝ･ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑｽﾞ社とOEMOEM契約締結契約締結(NSSUN)(NSSUN)
94年 米国TidalWave社(のちVERITAS社に買収される)と、

 ｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞｿﾌﾄｳｪｱFirstWatch販売契約締結

同年
 

米国DataGeneral社(のちEMC社に買収される)と
 ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲClariionのOEM販売契約締結(NSSUN CL)

→『→『UNIXUNIXｻｰﾊﾞのﾋﾞｼﾞﾈｽ継続性を担保するｻｰﾊﾞのﾋﾞｼﾞﾈｽ継続性を担保する』』
 

HAHAｿﾘｭｰｼｮﾝの推進ｿﾘｭｰｼｮﾝの推進

9797年年
 

システム研究開発センターにてシステム研究開発センターにてBENCHMARK & BENCHMARK & 
CONSULTATION CENTERCONSULTATION CENTER設立設立

→オープンシステムにおける性能要件への対応力をビジネス化→オープンシステムにおける性能要件への対応力をビジネス化

0101年年
 

NN--vosvos InitiativeInitiative（（NSSOLNSSOLととVERITAS, Oracle, VERITAS, Oracle, 
Sun MicrosystemsSun Microsystems連携）のパッケージ販売開始連携）のパッケージ販売開始

Sun MicrosystemsSun Microsystems・・SolarisSolarisとの関わりとの関わり

IT基盤ソリューションのベース・プラットフォームとして豊富な実績とノウハウ
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Solaris on x86Solaris on x86のの真価真価
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Solaris on x86Solaris on x86の価値の価値

UNIXの歴史は
Solarisの歴史
UNIXの歴史は
Solarisの歴史

BSDからSystem V
SunOSからの系譜

OSとしての
 安定度

 

OSとしての
 安定度

「枯れた」OS
高負荷環境下での

 安定性

既存利用ユーザの
巨大なマーケット

既存利用ユーザの
巨大なマーケット

商用UNIXとして出荷

 ベースの累積はNo.1
Solaris上で開発された

 多数のアプリケーション
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Solaris on x86Solaris on x86への期待への期待

既存のソフトウェア資産の継承

ソースコード互換による容易な移行

オープンソースソフトウェアの豊富なBinaryパッケージ

備え付けてあるイメージ
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Solaris on x86Solaris on x86への期待への期待

Solaris コンテナによるサーバ集約

ひとつのOS上で独立した環境を提供

相互の影響を排除

きめ細かな管理

性能劣化が極小
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Solaris on x86Solaris on x86への期待への期待

TCO削減
x86-64プロセッサのコストパフォーマンス向上

高い互換性・移行性（既存ソフトウェア資産の継承

 
-- 前述）

高い集約率（Solarisコンテナによるサーバ集約

 
-- 前述）

時間

C
P

U
性

能
[対

数
]

（イメージ図）
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Solaris on x86 Solaris on x86 検証検証

目的：
 

ビジネスシナリオを想定した検証を行うことにより、
 Solaris on x86 の利用において、お客様が実際に
 享受することのできるメリットを明らかにすること。

ビジネスシナリオの想定

オープン系レガ

 シーの Web/AP 
サーバの統合

大規模ミッションク

 リティカルなシステ

 ムへの適用

Solaris (or Linux) 上に構築された既存の

 Web/APサーバを、性能の高い Solaris on 
x86上に集約。サーバ台数の削減を狙う。

ビジネスシナリオ 検証ゴールイメージ

何台のサーバを1台に

 集約できるかを検証。

ミッションクリティカルなシステムをSolaris 
on x86上に構築。ROIの向上を図る。
対象はDBサーバ。

トランザクション処理性能

 の検証。構築・運用費用を

 加味したROIの測定。

ターゲット

既存APの集約・

 統合

SPARC 用に書かれた既存のアプリケー

 ションを、Solaris on x86 上に構築し、サー

 バの集約を図る。

何台のサーバを1台に集約

 できるか、移行コストはど

 のくらいかを検証。
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検証項目案検証項目案

サーバ集約

 検証

性能検証

スケーラ
ビリティ検証

Web/APサーバの仮想化 (Solarisコンテナ) 
による集約

中項目 コメント

“ピザボックス” タイプの

 サーバ n 台を

 
x86 １台に

 集約させるシナリオ。

Linux との性能比較 (OSの基本性能値)

Oracle RAC のスケーラビリティ
(OEM Grid Control)

AP単独の性能ではなく、

 高負荷時の性能劣化に着

 目した評価 。

スケールアウト

 
メリットを

 活かしたシナリオ。

大項目

DB on {SPARC vs. x86} の性能比較

DB with Solaris コンテナの性能比較

リビルド検証 SPARC用に開発されたAPを

 
x86上で再コ

 ンパイルし、動作確認。
複数のAPをSolarisコンテナ上に集約。

双方のリソース利用状況

 の諸元から、サーバ集約

 の台数規模を試算。
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SolarisSolarisコンテナを利用したコンテナを利用した  サーバサーバ統合検証統合検証結果の結果のご紹介ご紹介
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運用開始から６年前後のWeb/APサーバ

現行システム
 

新規システム
[レガシーWeb/AP] [Web/AP集約後]

– SPARC系プロセッサ

 
→

 
－

 
x86系プロセッサ

– 水平展開

 
→

 
－

 
Solarisコンテナ（＋水平展開）

ビジネス想定ビジネス想定

Web/APサーバ

DBサーバ

Web/APサーバ

DBサーバ
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StepⅠ：
 

レガシーWeb/APサーバに適度なCPU負荷が
 かかるようなワークロード諸元(w)を取得。

StepⅡ：
 

各コンテナに
 

wのワークロードを与えたときに、何台分
 のレガシーWeb/APサーバを統合できるかを検証。

※いずれも自社製のベンチマークセットを使用。

検証方法検証方法

レガシーWeb/APシステム Web/AP集約後システム

(StepⅠ) (StepⅡ)

Web/APサーバ

DBサーバ

仮想端末

Web/APサーバ

DBサーバ

仮想端末

w w w w
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検証環境検証環境

(Ⅰ) (Ⅱ)

-- HW --
Sun Fire 280R

UltraSPARC-III+ [900MHz]×1 
2GB memory

-- OS --
Solaris 8 2/02 + Recommended Patch
-- SW –
Oracle Application Server 10g

Release2  [10.1.2. 0.2]
自社製インターネット書店AP

-- HW --
x86サーバ(A)

Xeon E5405 [2GHz, 4core] ×2
8GB memory

-- OS --
Solaris 10 5/08 + Recommended Patch

+ Solarisコンテナ設定（Zone+リソースプール）
-- SW --
Oracle SOA Suite 10g  [10.1.3.1.0]
自社製インターネット書店AP

サ
ー
バ

W
e
b
／
A
P

サ
ー
バ

W
e
b
／
A
P

レガシーWeb/AP用 Web/AP集約後用

クライアント群 クライアント群

DBサーバ DBサーバ
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参考：参考：
 

SPECSPECによる性能理論値の比較による性能理論値の比較

Sun Fire 280R
UltraSPARC III Cu, 900 MHz,
2 cores, 2 chips, 1 core/chip

10.6

SPECint_rate_base2000 SPECint_rate_base2006

x86サーバ(B)
Xeon X5355, 2.66 GHz,
8 cores, 2 chips, 4 core/chip

200 80.8

x86サーバ(A)
Xeon E5405, 2.00 GHz,
8 cores, 2 chips, 4 core/chip

86.2

0.404 倍

4.3

SPECint_rate_base2006 
への換算値

20 倍

検証環境のSun Fire 280R は
 

1 CPUのため、SPECint_rate_base2000値は半

 分と仮定すると

 
5.3。従って、単純計算で検証環境での性能比は４０倍。

2000と2006の両方に

 スコアを持つ機種を介

 して性能比を算出。
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検証用ワークロード検証用ワークロード

シナリオ
キーワード検索した結果から１

 冊カートに入れる操作を３回繰

 り返した後、まとめて購入。

画面数は18。画面遷移の時間

 は

 
0.5～1秒の一様分布。

負荷
シナリオ発生間隔は、0.5～1 
秒の一様分布。

ワークロードの大きさは多重

 度により調整。

負
荷
を
増
加

＄
精算

＄
精算

＄
精算

＄
精算＄

精算
＄

精算
＄

精算

＄
精算

＄
精算＄

精算
＄

精算＄
精算

＄
精算

＄
精算

＄
精算＄

精算
＄

精算
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CP
U

利
用

率
[％

]

多重度

16

StepStepⅠⅠ測定結果測定結果

レガシーWeb/APサーバ：

 
Sun Fire 280R

CPU利用率60％のときの
多重度は８。
これを

 
StepⅡの１コンテナ

あたりへのワークロードの
諸元とする。

注：

 

性能やサイジングを保証するものではありません。
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0

20

40

60

80

100

0 16 32 48 64 80 96 112 128

C
P

U
利

用
率

[%
]

多重度(合算)

６ ８ 10 コンテナ数15４２

StepStepⅡⅡ測定結果測定結果

Web/AP集約後サーバ：

 
x86サーバ(A)

物理メモリの不足により、

 コンテナ数15個まで測定

CPU利用率 08年06月03日 09:47:32～08年06月03日 10:03:18

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

9
:4

7:
3
2

9
:4

7:
5
6

9
:4

8:
2
1

9
:4

8:
4
5

9
:4

9:
0
9

9
:4

9:
3
3

9
:4

9:
5
7

9
:5

0:
2
2

9
:5

0:
4
6

9
:5

1:
1
0

9
:5

1:
3
5

9
:5

1:
5
9

9
:5

2:
2
3

9
:5

2:
4
7

9
:5

3:
1
1

9
:5

3:
3
6

9
:5

4:
0
0

9
:5

4:
2
5

9
:5

4:
4
9

9
:5

5:
1
3

9
:5

5:
3
8

9
:5

6:
0
2

9
:5

6:
2
7

9
:5

6:
5
1

9
:5

7:
1
5

9
:5

7:
3
9

9
:5

8:
0
4

9
:5

8:
2
8

9
:5

8:
5
2

9
:5

9:
1
6

9
:5

9:
4
0

10
:0

0:
0
4

10
:0

0:
2
9

10
:0

0:
5
3

10
:0

1:
1
7

10
:0

1:
4
1

10
:0

2:
0
5

10
:0

2:
3
0

10
:0

2:
5
4

10
:0

3:
1
8

時刻(HH:MM:SS)

C
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)
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注：

 

性能やサイジングを保証するものではありません。
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0

20

40

60

80

100

0 16 32 48 64 80 96 112 128 144 160 176 192 208 224 240

C
P
U

利
用

率
[%

]

多重度(合算)

6 8 10 コンテナ数241642

考察：考察：
 

サイジングサイジング

Web/AP集約後サーバ：

 
x86サーバ(A)

※

 

線形補外による予測

R2=0.9992

24ノードのSun Fire 280R 
を1台に集約可能と予測

注：

 

性能やサイジングを保証するものではありません。
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考察：考察：
 

確認ポイント（検証担当者からのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）確認ポイント（検証担当者からのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）

Solarisコンテナの設定
（今回

 
Solaris on x86 上で確認された現象に基づく）

ゾーンを設定する際には、リソースプールを併せて設定した
 方が、性能は安定する傾向にある。

リソースプールに割り当てる
 

core 数は、少ない方が、オー
 バーヘッドが少ない傾向にある。

メモリ設計
物理メモリ容量

JVMの起動オプション
 

(-Xms ○○M -Xmx △△M)

流量制御
TCP接続の最大数

接続プール（Oracle AS）
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TCOTCO削減効果削減効果

製品+保守
 

累積

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

Solaris on SPARC環境の継続利用 Solaris on x86環境への移行
Linux on x86環境への移行

（千円）

Sun Fire 280R ×24台
（保守金額）

x86サーバ

 

×1台

 

（製品＋保守金額）

TCO

（製

 品

 価

 格

 ＋

 保

 守

 価

 格

 ）

注：

 

実際のTCO削減効果を保証するものではありません。
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

Solaris on SPARC環境の継続利用 Solaris on x86環境への移行 Linux on x86環境への移行

初期購入費 保守

TCOTCO削減効果削減効果

製品+保守
 

5年間合計

テスト

移行テスト

移行

24台

TCO

（製

 品

 価

 格

 ＋

 保

 守

 価

 格

 ）

注：

 

実際のTCO削減効果を保証するものではありません。
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仮想化オーバーヘッドの比較検証

残課題残課題

SolarisOracleVM

Solaris

xVM Solaris

[１インスタンス

／Solarisコンテナ]×n
on Solaris

[１インスタンス

／ゲストOS]×n on OracleVM

[１インスタンス

／ゲストOS]×n on xVM

n インスタンス

 

on Solaris

１インスタンス

 

on Solaris

APサーバ

インスタンス

済

未 未

済未
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事例紹介事例紹介
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事例紹介事例紹介
 

そのその11

Sun Fire X4200
CPU 3.0GHz AMD×2
MEM 8GB
DISK 73GB×2

Sun StorageTek

 

6140
FC  72GB×10
SATA 500GB×5

1号機 ２号機

② VolumeCopyによる
二次バックアップ

① RMANによる
一次バックアップ

Volume
Copy用

RMAN用

Oracle  DB用

Oracle構築事例

選定理由
– Solarisを使い慣れているため、同一の操作・運用が可能

– AMD Opteronのパフォーマンスが良い
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引き合い状況

事例紹介事例紹介
 

そのその22

初期導入費（価格性能比）を下げ

 
たい
既存の増設案件であるため、

 
Solaris上で作成したアプリの変更

 
は最小限にしたい

A社
（Veritas Cluster構成

 

2セット）

B社
（Veritas Volume Manager 10セット）

お客様自身がSPARC版Veritasの

 
インプリも実行しているため、慣れ

 
たものを使用したい

C社
（

 

Veritas Volume Manager 5セット）

日立ストレージ（ShadowImage）

 
を使用したいとのことで、パス冗

 
長化の選択肢としてVeritasしか

 
サポートされていなかったため。

“Solarisユーザが初期コストを抑えるため”に導入するケースが多い。

運用が変わらないことにも魅力。
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お問い合わせお問い合わせ

本ソリューションに関するお問い合わせは、
こちらまで、御連絡下さいますようお願い申し上げます｡

フリーダイヤル：

 
０１２０－４２－１２５５

メールアドレス

 
：

 
market@iii.ns-sol.co.jp

URL：http://www.nssol-together.com/
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商標商標

NS（ロゴ）、NS Solutions、NSSOL、BENCHMARK & 
CONSULTATION CENTERは、新日鉄ソリューションズ株

式会社の登録商標です。

Oracleは、米国ORACLE Corp.の登録商標です。

UNIXは､The Open Groupの米国ならびにその他の国に
おける登録商標です。

その他本文記載の会社名及び製品名は、それぞれ各社
の商標又は登録商標です。
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